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〈概 要〉 世界の 情勢が刻 々 と変化す る中で 、グ ロ
ーバ ル 社会に生 きる私たち には 、世界の 多種多

様 な人々 と協調 しなが ら積極 的に コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を図る能力が求 め られ る。そ こ で 重要な役

割 を果たすの が英語で ある。英語 は今や世 界共通の 言語 とな りつ つ あ り、その 言語 レベ ル に 差は

あれ 、現在世界 に は 20億人近 くの 英 語使 用者が 存在 し て い る 。

　 しか し、現在 の 教育で は 目標 とす る人材の 育成に 至 っ て い な い と い うの が現状で ある。本研 究

で は 、 今後求め られ るで あろ う英語 を話す こ との で き る人材 の 育成を 目標 と した英語教育 の 形を

考察す る。
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1 ．は じめに

　グ ロ
ーバ ル 化が進む現代で は 、 多く の 企業で

英語が公 用語 とされ る傾向が あ り、そ の た め英

語 教育 の 必要 性 を感 じて い る人 々 が 増 え て い

る。それは 、英語が世界共通言 語 と し て 社会的

に も大 きな役割を果た して い る こ とに 由来す

る （横井 ，
2012 ） 。

　 しか し、それ だけ英語 が重要で あるに もかか

わ らず、日本人は 社会 に出て 実践的に英語を使

用す る こ とが 困難な状況 にあ る （横井 ，
2012 ）。

学校 で の 英語教育だ けだ は十分な コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン が取れ る レ ベ ル に まで達す る こ とは

不可能な の だ ろ うか。

　本研究で は 、平成 21年 の 高等学校学習指導

要領 に も明記 されて い る 「外国語 を通 じて、言

語や 文化 に対 す る理解を深 め 、積極 的に コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン を図ろ うとする態度の 育成 を図

り、情報や考 えなどを的確 に理解 した り適切 に

伝 え た りす る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 を 養

う。 」とい うよ うな コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン能力の

育成を 目的 と した 英語教育の 可能性 を考察す

る 。

言語 話者数 （単位 ： 100万 ）

1．Mandarin 　Chinese ※

2．English

3．Spanish

4．Hindi

5．Arabic

6．Portuguese

7．Bengah

8．Russian

9．Japanese
10．German
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2 ．共 通語 と して の 英語

　現在、世界に は 6800余 りの 言語が存在す る

（木部他，2011） 。 多数の 言語 の 中で約 12％ を

占め、母 語話者数が最 も多い の が 中国語で ある

とい うこ とは疑問 の 余地がな い
。 英語にお い て

は 、全体の 約 7％を 占め 、 中国語 の 次に多 い （図

1）。

※北京方 言 （標準中国語）の 話者の み を対象 と

し た数字 。

図 1　 The　top　of 　ten　langages（神谷，2008）

　 しか し、こ こ に母 語話者以外 の 話 し手 の 数 を

加 え る と英語 が圧 倒的な数 を も っ て
一

位 とな

る 。 そ の 数 は レ ベ ル に差は あれ、20億人近 く

に もな る （神 谷，2008） 。

3 ．ど の 英語 をモ デ ル に教育を展開す る か

　我 が国 の 英語教育 は ア メ リカ英語 をモ デル

として 展開 されて い る。 しか し 、 英語 と
一

口 に

い っ て もそ の 中身 は ア メ リカ英語やイ ギ リ ス

英語 を は じ め と し て 実に 多彩な も の が ある 。 先

に述 べ た よ うに 世界 中に 存在す る ほ と ん ど の

英語話者は非ネイ テ ィブ ・ス ピー
カ
ー

で ある の

に、英語使用者全体か らみ る とほん の
一

握 りの

存在で ある人た ち の 英語 を モ デル と して学習

する こ とは効率的で はな い
。 ま た、現在 の英語
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教育の 展開にお い て は英語 をろくに話せ ない

生徒が大多数を 占め て い る の も事実で あ る （平

泉 ・渡辺 ，1995）。

　先 で世界 には 6800余 りの 言語が存在す る と

述べ た が、そ こ か ら新たに生 まれ た言語が ある。

それが グ ロ ーバ ル イ ン グリッ シ ュ で ある。こ れ

は時に ワール ド・イ ン グ リッ シ ュ とも表現され、

世界 中の 人 々 が英語 を話す過程 で 自分た ち の

必要に応 じて 変化 させ て きた英語の 事で、欧米

型の 英語 話者 の 1．5倍近 い 数 の 人 々 が 日々 の 生

活の 中で こ の 英語 を使用 し て い る 。
こ の 言語 を

習得すれば 、 ネイテ ィ ブ ス ピーカーを含む世界

の 20億人近 い 人 々 と コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が取

れ る よ うにな る。

　そ こ で筆者 は現在 の ア メ リカ英語 をモ デル

として 展開 して い る 日本の 英語教育 をこ の グ

ロ
ーバ ル イ ン グ リ ッ シ ュ をモ デル とした もの

に変更 し展開すれ ば 、 目標とする人材の 育成が

可能なの で は ない か と考え る 。

4 ．グ ロ ーバ ル イン グリッ シ ュ で の 教育

　 目標 とす る言語 か ら距離の あ る人 々 が そ れ

を学ぶ 場合、あ る特定 の 誰か の 言語 を モ デル と

し て 学ぶ 必 要 がある 。 実際に 目本で もこ れ まで

は戦前 の イ ギ リス 英語 を モ デル と した英語教

育の 展 開や、戦後の ア メ リカ英語 を モ デ ル と し

た展 開の よ うに英語圏の 二 大勢力 の 英語が教

育 の 場にお け る中心 であ っ た 。

　 しか し、日々 変貌す る世の 中にお い て は、教

養 と して の 英語 で は なく異言語 間、異文化 間で

の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を可能 とする 国際語 と

して の 英語が必 要 とされて きて い る。Qurk，R
は実際 に ど の 文化 に も属 さな い 二コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン の ための 英語 として Nuclear　Englishと
い う言語 モ デル を提 唱 し、こ れ に対す る 3 つ の

特徴を述べ て い る （図 2 ） 。

  現在話 され て い る どの 英語 よ りも簡単で 、

　　学ぶ の に時 間が かか らない 。

  　 コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン に適 した もの で 、教室

　　で の 学習 だけで 十分な レ ベ ル に達す る こ

　　とが で きる。

  学ぶ 人 口 が増 えて い っ た場合、必 要に応 じ

　　て 言語の拡大が無理なくお こ なえる。

　 こ こ で 、どの よ うに グ ロ
ーバ ル イ ン グ リ ッ シ

ュ をモ デ ル に 教育を展 開 し て い っ た らよ い の

か を考える。上記で述 べ たように簡素化がグ ロ

ーバ ル イ ン グリ ッ シ ュ の 特徴で ある。例えば 文

法に 関す る簡素化 では 、付加疑問文 に付 く最後

の ＿
，
do　 you？ や ＿

，
　 wasn

’t　she ？な ど を＿
，

isn’七that　right ？や＿，
　is　that　so ？で統

一
す る と

い っ た方 法が紹介されて い る 。 こ の 他 に も目的

語を 2 つ 取 る文型か ら助動詞 に至 るま で多数

の 文 法構造に 関す る簡素化の 例が 論 じ られ て

い る 。 そ して これ らを覚 え て使 い こ なすには英

語 圏 の 話 者 で さえ も練 習が必 要 に な る （神

谷，2008）。こ の よ うに簡素化 された 英語をも

とに英語 教育を展 開 す る と い う考 え方 は 理 に

叶 っ て い る。

5 ．おわ りに

　本研究で は世界に お け る英語の 立 ち位置を

もとに今後 の 日本 の 英語教育の 展望 の 考察 を

お こ ない 、日々 変貌を とげる世 の 中にお い て の

英語 の 有用性 と今後の 英語 を話す こ との で き

る人材を 目的 とし た 英語教育 の 展開に活か す

こ との で き るあ る程度 の 可能性 を示唆 し た 。

　 しか しなが ら、これ らをふ まえ実際の 教育現

場で どの ように展開する の か と問われ る と問

題は 山積みで ある。今後は英語で 積極的に コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 図 り、情報や考えな どを的確

に理解 し た り適切に伝 えた りす る コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン 能 力 を持 っ た人材 の 育成 を 目的 と し

た グ ロ ーバ ル イ ン グ リ ッ シ ュ を モ デル とした

授業展開の 手法に つ い て 考察を深 めた い 。

図 2　 Nuclear　Englishの 3つ の特徴

　　　　　（神谷，2008）
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